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詞/曲：渡辺文朗 1988
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0714 神さまがくれた季節

□ 作者より

この歌は以前（甲南教会に通っていたころ）からも、教会学校の子どもたちに、私が

作ったということで歌って来ました。簡単なメロディーが良いようですね。

日本には四季があり、香りでその季節を意識することだってあります。『金木犀』の甘い、

そして何となく懐かしい香りは、秋を感じさせてくれます。

始めに金木犀の秋のメロディーラインが生まれました。そしてずっと秋だけしか歌詞が

ありませんでした。ところが春にも『沈丁花』と言う、素敵な香りがある事に気づき、２

節が誕生したのです。しかし、幾人からの人から「夏」「冬」の歌詞は無いのかと…。私

は思うのです、秋の香りを少し満喫したら関西では秋が深まり、やがて冬へ。そしてその

寒い冬から開放さてれて、今度は春の香りの「沈丁花」そして夏に向かい。やがて又『金

木犀』の香りで秋を感じるのです。その繰り返しが「いのち」なのではないかと思ってい

ます。ですので、あえて「冬」「夏」を作らないのです。（渡辺文朗）

□ 歌い方のポイント

ポイントも何も、そのまま歌ってくださるだけでいい、シンプルですてきな歌です。

（事務局）

□ キーワード

秋

贈り物

香り

季節

花

春
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主につくられたわたし
詞/曲：平良愛香 1996

0509


1. わ

2. わ

3. わ

F


た

た

た


し

し

し


ら

ら

ら


し

し

し


く

く

く


生

生

生

Gm


き

き

き


よ

よ

よ


う

う

う


じ

じ

ち

C9


ゆ

ぶ

が


う

ん

い


に

を

を


生

た

み




か

し

と

F


さ

か

め


れ

め

あ


て

て

い

 
お

お

こ

F


と

と

と


な

こ

ば


ら

ら

か


し

し

ら


く

く

だ


で

で

しゅ

Gm


も

も

う


な

な

か


く

く

ん




こ

お

す

C9


ど

ん

べ


も

な

て


ら

ら

こ


し

し

の


く

く

わ


で

で

た

Bb


も

も

し


な

な

で


く

く

す

F

 
た


だ

Bb
わ


た


し




を

F


つ


く


ら


れ


た

C


か


み


に


こ

Dm


た


え

Bb


る

F



た


だ

Bb
わ




た


し


ら

（くりかえし）

（くりかえし）

　 ただ　わたしを造られた神に応える

　 ただ　わたしらしく生きることで

2. わたしらしく生きよう　自分を確かめて

　 男らしくでもなく　女らしくでもなく

1. わたしらしく生きよう　自由に生かされて

　 おとならしくでもなく　こどもらしくでもなく

3. わたしらしく生きよう　違いを認め合い

　 言葉、からだ、習慣　すべてこのわたしです

（くりかえし）
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0509 主につくられたわたし

□ 作者より

「子どもも大人も」と言ったときは「生まれたばかりの赤ちゃんからお年寄りまで」とい

う意味になるのに 「女も男も」と言うと「女と男の２種類の人間」という意味で取られて、

。 。 。しまう だからそこに自分は存在しない そう言ったセクシャルマイノリティの人がいます

人間はたった２種類ではなく、もっと豊かな存在です。社会や教会のなかで「らしさ」を

押しつけられている一人ひとりの人間が「わたしはわたし。神さまが私をこのように造っ

たのだから」と宣言できる歌を作りました （平良愛香）。

□ 歌い方のポイント

後半のフレーズが長いので、ちょっと息継ぎが大変です。無理をせず、したいところで

上手に息継ぎをして下さい。

３番の「言葉、からだ、習慣」では、自分だけでなく、この世界に存在しているいろん

な人たちのことをイメージしてみて下さい （平良愛香）。

□ キーワード

あたらしい生き方 自分らしさ

ありのまま 自由

応答 人権

男 性

大人 セクシュアリティ

女 セクシュアルマイノリティ

解放 創造

からだ 人間

外国人 被差別者

ことば 認め合う

子ども

差別

習慣

ジェンダー

障碍者

少数者
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詞/曲：川上ゆり子 2007
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（くりかえし）

　 しお、せっけん、ろうそく　しお、せっけん、ろうそく

　 しお、せっけん、ろうそく　しお、せっけん、ろうそく

1. 塩は姿をかくして　人の魅力を引き出すの

　 そんな“味”な生き方　私もまねてみたい

　　（くりかえし）

2. せっけんはその身をけずって　まわりのよごれを落とすのさ

　 そんなきれいな生き方　私もまねてみたい

　　（くりかえし）

3. ろうそくは自分を溶かして　みんなを明るく見せるのさ

　 そんなすてきな生き方　私もまねてみたい

　　（くりかえし）

D.C. 


そ

そ

そ

F


ん

ん

ん


な

な

な


あ

き

す

—

れ

て

じ

い

き

  
な

な

な


い

い

い

C


き

き

き


か

か

か


た

た

た


わわ

わ

わ

C7

たた

た

た

しし

し

し

  
もも

も

も


まま

ま

ま


ねね

ね

ね


てて

て

て


みみ

み

み

F


たた

た

た


いい

い

い





0802 しお、せっけん、ろうそく

□ 作者より

「塩・石鹸・蝋燭」は夫の祖父、川上東一（元・八日市教会牧師）の十八番の

メッセージでした。いずれもその姿を無にして役に立つ物をキリストの姿に重ね合わせて

語るわけです。小さな田舎町の教会で生涯牧会を続けた祖父らしい座右のメッセージです。

天に召されて10年経ちました。祖父の大切にしていたモチーフをこども讃美歌につくって

みました。天国で微笑んで聴いてくれているでしょうか…。（川上ゆり子）

□ 歌い方のポイント

３拍子のワルツのリズムを感じながら歌いましょう。こどもたちと歌うことをイメージして

いますので、かわいらしく歌って下さいね。（川上ゆり子）

□ キーワード

味

生き方

いのち

祈り

捧げる

塩

石けん

奉仕

まねる

魅力

喜び

ろうそく
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詞/曲：長尾愛子 2015

ちがい
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１．あなたとわたしは　ちがう

　　それは大きな驚きだけど

　　神の創造の豊かさは

　　そこにある

２．あなたとわたしは　ちがう

　　そこに痛みが伴うけれど

　　イエスの十字架の悲しみが

　　互いをつなぐ

３．ちがったままでも　共に 行ける

　　道をさがしに行こうよ

　　イエスの復活の明るさに

　　照らされて
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1601 ちがい

□ 作者より

曲と歌詞がほとんど一緒にできた作品です。誰かと「同じ」「なかま」と思っていたら意

外に肝心なところで考え方や意見の違いがある。それが分かった時のショック。ぶつかっ

た時の悲しみや怒り。とりわけキリスト者同士では…。でもその違いを大事にして向き合う

ことが次の自分に生まれ変わるための大きな力になることも経験します。そこに神のみち

びきを感じます。 （長尾愛子）

□ 歌い方のポイント

できるだけシンプルにということだけ考えて作りました。はじめは音が飛んで歌いにくい

かもしれませんが「ちがう」ということを音で表したかったのです。対照的に後半のメロディー

の動きが穏やかなことと背景の伴奏が転調しているのは、波立つこころを静かに変えてく

ださるイエスをイメージしました。飾らずに歌ってもらえるとうれしいです。

2節と3節の間に4小節ぐらい間奏を入れると良いと思います。 （長尾愛子）

□ キーワード

違い

痛み

共に生きる

創造

十字架

復活



q=118

詞/曲：平良愛香
(2011年）

仲良くならなくてもいい

１．あの人が　キライ（キライ！）

　　どうしても　好きになれない（ゆるせない！）

　　けれどイエスさまは　教えてくれた

　　仲良くならなくてもいい

　　認めなさい　それが愛すること

２．自分が　キライ（キライ！）

　　どうしても　好きになれない（ゆるせない！）

　　けれどイエスさまは　教えてくれた

　　仲良くならなくてもいい

　　認めなさい　それが愛すること
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            1205 仲良くならなくてもいい              

 
□ 作者より 

 「あんたのこと大嫌いだけど愛している」。昔ある幼なじみの女性に言われたことが

あります。僕より教会生活はずっと短い人でしたが、僕よりもずっと「愛」を理解し

ていると感じました。 

 2005 年、日韓の NCC 子ども平和会議「争いをなくすには」の準備をしていたとき、

どうすればみんなが仲良くなれるだろうか、とプログラムを考えていたら、あるメン

バーが「べつに仲良くならなくてもいいじゃん」と言いました。 

 あらためて、「大切なのは、好きになったり仲良くなったりすることではなく、お互

いを知ること、愛することである」と気づかされました。 

 自分が好きじゃない人も、歌えるといいな、と思っています。 （平良愛香） 

 

□ 歌い方のポイント 

『（キライ！）』『（ゆるせない！）』という台詞は、思いっきり声に出してみましょ

う。きっとすっきりします。  

 

□ キーワード 

  愛  

ありのまま  

嫌い  

友だち  

仲良し  

悩み  

認め合う 







=q 100

ありがとう、いただきます
詞/曲：川上　盾 1999
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2. とってもうれしい　このごはん

　 作ってくれた人たちに

　 ありがとう、いただきます

1. 待ちに待った　このごはん

　 神さまに感謝して

　 ありがとう、いただきます


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0603 ありがとう、いただきます

□ 作者より

ごはんの前に「神さまに感謝する歌」はたくさんあります。でも感謝するのは神さまだ

け？ 他にもいるのでは？ そんな思いから作った歌です （川上 盾）。

□ 歌い方のポイント

「 」 、 ） 「 、 」、１番は 神さまに感謝して のあと 天(上の方 を向いて ありがとう いただきます

２番は「作ってくれた人たちに」のあと、作ってくれた人の方を向いて「ありがとう、いた

だきます」と歌っています。輪唱にしてもいいでしょう。２００５年夏に行なわれた「第１

回これさん合宿」では、４部合唱にしてコーラスで歌いました （川上 盾）。

□ キーワード

感謝

食事

奉仕

恵み
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ごちそうさまのうた

元気よく 詞/曲：川上　盾 2005
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0604 ごちそうさまのうた

□ 作者より

「 いただきます』のうたはあるのに、どうして『ごちそうさま』のうたはないの？」そ『

んな思いから作った歌です 「素材を食べる」という営みを 「○○○にも会えました」と。 、

いう言葉で表現してみました。分かりにくければ 「○○○も食べました」と歌ってもいい、

でしょう このような歌を食後に歌うことが分かっていれば 子どもたちはごはんの内容 食。 、 （

材）を確認しながら食べるのではないでしょうか？ そんなことが「食事といのちのつなが

り」という感性につながっていけばいいなぁ、と思っています （川上 盾）。

□ 歌い方のポイント

３つのパートからなっていて、それぞれの現場の事情に合わせて使ってみて下さい。急

いでる時は３段目だけでもＯＫ。２段目と３段目だけでも、食べ物といのちをつなぐ「ごち

」 。 、「 」そうさまのうた になります 少し時間があるときには 今日のごはんで何を食べたかな？

と子どもに問いかけながら１段目を繰り返すことで、食後の遊び歌としても用いることがで

きます （川上 盾）。

□ キーワード

いのち

感謝

食事

出会い
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わたしたちのすくいぬし
ルカによるクリスマスのさんびか 詞/曲：小林よう子 1999
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0510（わたしたちのすくいぬし）
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0510 わたしたちのすくいぬし

□ 作者より

この讃美歌は、神学生時代に他の学生達と一緒に「讃美歌を作ってみよう」ということ

で作ったものの一つです。大人と子どもが一緒の礼拝を考えています。クリスマス物語の

中からメッセージを聞き取ることを、伝えることがテーマです。１～３節で物語を歌い、そ

の出来事の枠をソロで歌うという構成です （小林よう子）。

□ 歌い方のポイント

１～３節でクリスマス物語をみんなで歌います。その前後は物語の枠を語るので、独唱

者が歌うのを聞くという部分です。ただ音域が高いので、無理に「独唱」にしなくても、

ピアノ伴奏をバックに「朗読」でもいいと思います （小林よう子）。

□ キーワード

飼い葉桶 共におられる主 ルカ

クリスマス 羊飼い

降誕 マリア

救い主 ヨセフ

小さい 弱い

遠い遠い昔から 伝えられた物語

御子の誕生物語

1. 私たちの救い主 家から離れ旅先で

お生まれなさった ひっそりと 誰も知らない片隅に

2. 私たちの救い主 布にくるまり眠るのは

動物たちの飼い葉桶 マリア、ヨセフの傍らに

3. 救い主のお誕生 初めに知らせ受けたのは

野宿をしていた羊飼い 共に受け取る私たち

神様が 小さく弱い者たちと

共におられる そのしるし
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（＊くりかえし）

【歌い方】

 （＊くりかえし）1.

 （＊くりかえし）1.2.

 （＊くりかえし）1.2.3.

 （＊くりかえし）1.2.3.4.

　････････　1.2.3.4.5.6.7.8

　最後に（＊くりかえし）※

はじめの　はじめの　クリスマス

いつもは　しずかな　うまごやに

きょうは　すてきな　おきゃくさま

1. すやすや　ねむる　イエスさま

2. にっこり　ほほえむ　マリアさま

3. やさしく　みまもる　ヨセフさま

4. キラキラ　かがやく　おほしさま

5. らくだに　のった　はかせたち

6. まきばに　ひびく　てんしのこえ

7. イエスさま　みにきた　ひつじかい

8. さいごに　めえめえ　ひつじたち

※ はじめの　はじめの　クリスマス
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1406 うまごやのおきゃくさま

□ 作者より

『クリスマスの12日』という歌をヒントに、歌詞を書いてみました。はじめは歌を知らな

くても、聞いているうちに一緒に歌えるようになっていくところが楽しんでもらえるかと思い

ます。パネルシアターを前提に書いたものなので、一緒に楽しんでいただけるとうれしいで

す。パネルシアターとして、練習なしでもできる、ちょっとした出し物にも使っていただけ

ると思います。（片山幹子）

※片山さん筆によるパネルシアター用の画像サンプルを貼り付けています。全画像をご所

望の方は、事務局にお問い合わせください。（事務局）

□ 歌い方のポイント

パネルシアターを使って歌うと、かなり小さい子（2・3歳ぐらい）から楽しんでもらえる

ようですが、歌だけであれば、長く感じてしまうのも確かです。歌うときの状況に合わせて

アレンジ（短くしたり）も必要かと思います。（片山幹子）

少しピアノ伴奏が「いやらし」すぎかもしれません。コードネームはあっさりとしたもの

をつけてみましたが、いかがでしょうか。（柾野武張））

□ キーワード

クリスマス

うまごや

パネルシアター







0706

q = 154

原詞/曲：Phyllis Aleta Wolfe CALYPSO CLAPPING CAROL

Swing

どこまで歩いてゆけば

iq = q eK  

訳詞：川上　盾 2001

(claves or handclap)              





ど

1.＝ f


こ


ま

2.＝


で

p

あ —

 
るいてゆ

  
けば

  
あ


か


ちゃ


んに —

 
あえるの

     
とお


く


か


ら き —

 
こえて く

  
る

Simile

よ

 


                               
1. 



2. 








グロー


リ グロー

 
リ う た ご

    
え


が

 
ご


え


が


す

mf

く い

  
ぬ


し


イェス さ

  
ま


が

 
お う

 

                           
1. 



2.




ま


れ


だ


ベ


ツ


レ ヘ

 
ムに

  
す く

  
ね


え


ど


こ


ま


で あ —

 
る いてゆ

   
けば

  
    (ベ)                        





あ


か


ちゃ


んに —

 
あえるの

     
とお


く


か


ら き —

 
こえてく

  
るよ


グロー


リ グロー

 
リ う た ご

    
え


が

 


                             








(cl. or h.c.-p)

f
               


グロ

                     
リ ア

 


(cl. or h.c.-f )

        










        (cl. or h.c.-p)      


イン

ff





エク




セル




— シス

 


デ




オ




イン

pp


エク


セル


— シス

 
デ


オ


 

             



0706






ど


こ


ま


で あ —

 
る い て ゆ

   
け ば

  
あ


か


ちゃ


ん に —

 
あ え る の

     


                      






とお


く


か


ら き —

 
こ え て く

   
る よ

  
グロー


リ グロー

 
リ う た ご

    
え


が




                     






(3Parts)


グロ

      
リ ア


イン


エク


セル


—シス


—


デ


オ

 


すく い

 
ぬ


し


イェス さ

 
ま


が

 
おう ま

 
れ


だ


ベ


ツ


レヘ


ムに

 
                  





ど


こ


ま


であ —

  
るいてゆ

 
けば

  
あ


か


ちゃ


んに —

 
あえるの

     
ど


こ


ま


であ —

 
るいてゆ

  
けば

  


                                





  
f
    

mp

   
p

   
pp
      


ど


こ


ま


で あ —

 
る いてゆ

   
けば

  
Which


way?

  
Which


way?

  
Which


way?

   


  

どこまで歩いてゆけば　赤ちゃんに会えるの？

遠くから聴こえてくるよ、“グローリー、グローリー”歌声が
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□ 訳者より

以前親しくしていたアメリカ人の宣教師の方にプレゼントしてもらった歌集（アメリカ製）

に載っていた歌です。「あらののはてに」のモチーフで、カリプソのリズムで歌う雰囲気が

とても楽しくて、英語のままよく歌っていました。４～５年前にクリスマスの賛美礼拝の中

でこどもたちと歌いたい！と思って翻訳しました。原作者のことはよく知りません。

（川上 盾）

□ 歌い方のポイント

クラッピング（手拍子）をしながら歌うのは至難の業です。できれば誰かが専念してリ

ズムを刻むといいでしょう。手拍子の代わりにクラベス（拍子木）を使っても雰囲気がで

ますよ。強弱の変化をつけるとよりいっそう楽しくなります。からだを揺すって、弾むよう

に歌ってください。途中「あらののはてに」のグロリアが出てくる部分は他のところと雰囲

気を思いっきり変えて、朗々と歌うと面白いですね。（川上 盾）

□ キーワード

赤ちゃん

歌声

栄光

クリスマス

降誕

救い主

天使

羊飼い

ベツレヘム

喜び
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詞/曲：柾野武張 2006

0801 大きな星
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□ 作者より

東京の調布市内のカトリック幼稚園のクリスマスに向けての研修会の為に作った曲です。

子どもたちが楽しんで歌えれば、と思って作りました。（柾野武張）

□ 歌い方のポイント

博士の歌です。希望を発見した博士になりきって歌えたら最高です。（柾野武張）

□ キーワード

贈り物

降誕

救い主

聖誕劇

空

博士

星



詞/曲：小林路津子 2017

ほしのうた ２
2012

暗い夜道も　心配しないで

わたしが光って　導きましょう

救い主が生まれた　馬小屋まで

一緒にいるから　勇気を出して
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              2012 ほしのうた２                

 
□ 作者より 

幼稚園のクリスマスページェントをするときにマリア、ヨセフ、宿屋、羊飼い、博士、星

の役を決めます。それぞれの役に歌があるといいなと思ってこの『ほしのうた』を作りま

した。 

登場する役の中で唯一人間ではない「星」に気持ちをつけて作ってみました。暗い夜道を

博士たちはどんな気持ちで歩いたのだろうと思ったとき、同時にこの年の星の役の女の子

が泣いている子のそばにそっと寄り添うような優しい子だということを思い出しました。

不安な時、寂しいとき、「一緒にいるよ」って言ってもらったらどんなにか勇気がもてるこ

とでしょう。星の役の子、Yちゃんの存在がこの曲を作る後押しをしてくれたと思います。 

                  （小林路津子） 

 

 

□ 歌い方のポイント 

そっと寄り添うように。（小林路津子） 

 

 

□ キーワード 

降誕 

寄り添い 

友だち 

星 

光 

 



1101

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

ベ

さ

せん

たべ

ここ

とも

ろう

G

ツ

む

そう

もの

ろ

だち

そく

レ

い

で

や

が

に

の

ヘ

よ

かぞ

きる

たく

いじ

ひの

ム

る

く

も

さ

わ

よう

の

に

を

の

ん

る

に

か

ふ

ころ

が

きず

して

あっ

D

た

る

さ

な

つ

し

た

す

え

れ

く

い

ま

か

み

る

て

て

て

う

い

ちい

ひ

かな

くる

ふる

イェス



さ

つ

しん

しん

え

よ

さ

C

な

じ

で

で

て

わ

ま

う

か

い

い

い

い

が

ま

い

る

る

る

わ

きょ

E‹

ご

た

ひ

ひ

ひ

た

—

や

ち

と

と

と

し

う

D

の

の

の

の

の

の

う

G

な

た

た

た

た

た

ま

か

め

め

め

め

め

れ

D

で

に

に

に

に

に

た

G
q = 138

1-6.

7. メ

イェ

A‹7

ス

リィ

さ

クリス

D

ま

マス

が

メ

B‹

リィ

— きょう

クリス

E‹

マス

— う

メ

A‹

リィ

— ま

クリ

D7

れ

ス

た

マス

G

—

—


詞/曲：中川宗洋 2010

イエスさまがきょう生まれた



1．ベツレヘムの片隅

　 小さな馬小屋の中で

　 イエスさまが今日生まれた

2．寒い夜に震える

   羊飼いたちのために

　 イエスさまが今日生まれた

3．戦争で家族を殺されて

　 悲しんでいる人のために

　 イエスさまが今日生まれた

7．ろうそくの火のようにあったかい

　 イエスさまが今日生まれた

　 メリィクリスマス　メリィクリスマス

　 メリィクリスマス

4．食べ物や着るものがなくて

　 苦しんでいる人のために

　 イエスさまが今日生まれた

5．心がたくさん傷ついて

　 震えている人のために

　 イエスさまが今日生まれた

6．友だちにいじわるしてしまう

　 弱い私のために

　 イエスさまが今日生まれた

                     

               



1101 イエスさまがきょう生まれた

□ 作者より

クリスマスになると、ＣＳでは「みんなのためにイエスさまがうまれたんだよ」というメッ

セージが子どもたちに語られます。でも、２０００年以上前の遠い国の出来事を「みんな

のため」と言われても、今ひとつピンとこない子どもが（実はおとなも…）多いのではと

思い、その間を埋める曲というイメージで作りました。

昔も今も、世界にはいろんな形の悲しみ・苦しみ・悩みがあって、でもそんな世界だか

、 、 、らこそ 神さまはあったかい灯のようなイエスを送ってくれたわけで だからこそ私たちは

その悲しみをしっかりと見つめ、寄り添い歩みつつ、心から「メリークリスマス！」と叫び

たいなと思うのです。

数年前にＣＳのクリスマスキャンドルライト礼拝のために作った歌を、歌詞を少し変更・

追加して仕上げました （中川宗洋）。

□ 歌い方のポイント

歌詞に出てくる人々の姿を、できるだけ具体的に想像しながら、だんだんゆっくりと少

しずつクリスマスの喜びが自分に近づいてくるというイメージで歌ってください。

みんなで一緒に歌ってもＯＫですが、前半は独唱で「イエスさまがきょううまれた」の部

分だけみんなで歌うという、リタニー風の歌い方もありです。

、 。その年のクリスマス献金の送付先の人々のことを 歌詞に加えるというのも良いでしょう

また、クリスマス以外の季節でも、例えば「ネチネチと嫌味を言ってくる、あんな上司の

ためにも～」なんて歌えば、人間関係のストレスも少しは和らぐ…かも？！（中川宗洋）

□ キーワード

意地悪

飢え

馬小屋

家族

悲しみ

傷つく

苦難

降誕

こころ

戦争

羊飼い

夜

ろうそく
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サンタ迎え歌 0506
詞/曲：川上　盾 2004
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サンタクロースのおじいさん

ようこそぼくらのところへ

イェスさま生まれたクリスマス

お祝いしましょ

サンタクロースのおじいさん

サンタクロースのおじいさん

サンタクロースのおじいさん

いまどこですか

サンタクロースのおじいさん

サンタクロースのおじいさん

サンタクロースのおじいさん

いまどこですか

 
い

ス

※「サンタさ～ん！」

　「ホイホ～イ！」（と登場する）

※「サンタさ～ん！」

　（し～ん･･･何回か繰り返す）

※「メリー・クリスマ～ス！」
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0506 サンタ迎え歌

□ 作者より

毎年クリスマスで、サンタさんを迎える時、どんな風にしてますか？ うちの教会では歌

を歌って、最後にみんなで「サンタさ～ん」と呼ぶ→（シ～ン）→リーダー「あれ？ まだ

来てないのかなぁ...」→もう一度、歌→「サンタさ～ん」→（シ～ン）→「あれ？（以

下同文）...」これを何度か繰り返して、じらしておいて最後に登場！という方法を用いま

す。ところが、これに合う歌がなかなかなくて... 「あわてんぼうのサンタクロース」みた。

いに長いとダレるし、昔のサンタの歌（ あーかいきもののサンタクロース... ）は現代っ「 」

子にはちょっとのんびりし過ぎてて...。ジャストサイズで元気よくウキウキした歌が欲しい

と思って作った歌です （川上 盾）。

□ 歌い方のポイント

サンタさんが登場した後にみんなで歌う２節もあります。あらかじめ事前に練習しておい

た方がいいでしょうね （川上 盾）。

□ キーワード

祝い

クリスマス

降誕

サンタクロース
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
1.

2.

レントのさんびか 詞/曲：川上  盾 2010

神さまのみこころにしたがうため









1. 茨の道　辛い役割　誰もが逃げ出したくなる

　 ｢僕にはムリ｣と　みんな言うけど　誰かがやらねばならない

　 そんな道を　イェスは歩まれた

　 つぶれそうな心　抱えながら

　 神さまのみこころにしたがうため

2. 十字架なんて　背負いたくない　誰でも自分が可愛い

　 ｢他の誰かに　任せりゃいい｣と　心の声がささやく

　 だけどイェスは　ひとり進まれた

　 血の汗流し　祈り捧げながら

　 神さまのみこころにしたがうため

                                    

                                    

                   

                   

                          



1113 神さまのみこころにしたがうため

□ 作者より

「レントのこどもさんびかが少ないなー」というのは、以前から気になっていたことでし

た。毎年レントの時期になると、こども礼拝で歌う歌がなくて困っていました。そんな必要

に迫られて作った歌です。ちょうど自分の周辺で 「しんどいけど誰かがやらねばならない、

役割」を誰も担おうとしない状況があり、それに対して憤っていた思いも重なっているか

なーと思います （川上 盾）。

□ 歌い方のポイント

内容が少し厳しいので、曲調はわざと柔らかめのワルツにしました。しかし「明るい気

」 。 、 。持ち で歌える歌ではありませんね 自分自身を含め 問いかける気持ちで歌って下さい

（川上 盾）

□ キーワード

祈り

茨

神の計画

苦難

十字架

受難

辛い

逃げ出す

ひとり

無責任

無理

レント
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1001
詞/曲：中川宗洋 1998
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2. 弟子たちは大勢の群衆を見て

　 そのパンの小ささを笑いました
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　 役に立たない」
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1001 ５つのパンを

□ 作者より

私が就職で茨城県に来て鹿島教会に通い始めたのは、１９９４年でした。当時鹿島教会

では、大規模な会堂補修工事のための特別会計を組んでおり、その資金を確保する活動

に「５つのパン活動」と命名していました。少年が差し出した５つのパンと２匹の魚で、

５千人以上の群衆が満腹したという聖書の記述に基づいて、「私たちひとりひとりが持って

いるパンは小さいかもしれないけど、神さまはそれをきっと豊かに用いてくださる」との思

いを込めたネーミングでした（ちなみに、５つのパンの提供者が少年であると記載してい

るのは、ヨハネ福音書だけなのですね）。その後１９９８年に、教会の隣接地が売りに出

て、今度はそこを購入するための資金を確保する活動として、「５つのパン活動」は引き

継がれました。会堂補修以上に多額の資金が必要で、正直「本当に大丈夫なの…？」と

不安を隠せない教会メンバーも多くいました。そんな中で、みんなで前向きに歩んでいけ

るように、活動のテーマソングとして作ったのがこの曲です。

会堂建築や会堂補修など、教会活動でどうしても多額のお金が必要となる場面は、み

なさんの教会でもあると思います。それ以外にも、自分の力ではどうにもならないように思

える事態に直面することは、日々の生活で多々あることでしょう。そんな時にこの歌を歌っ

て、「自分に与えられたものを精一杯使って、自分にできることをやっていこう！ あとは神

さまが何とかしてくれはる！」と小さな一歩を踏み出すきっかけにしてもらえればうれしいで

す。（中川宗洋）

□ 歌い方のポイント

５つのパンの物語の場面を、自分なりに思い描きながら歌ってください。

３番までは聖書の物語、４番は私たち自身の物語になるので、３番と４番の間に、間奏

として３段目のフレーズを「だからね…」という感じで入れると、４番の歌詞に入りやすい

かもしれません。（中川宗洋）

□ キーワード

献金

捧げる

差し出す

賜物

パン
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             1801 マナマナマナナ              

 

□ 作者より 

聖書のお話を子どもたちにも楽しく伝えられたらと思い、ふと浮かんだ曲です。「文句た

らたら」というのはまさに私自身の姿です。聖書を読んでいると、私たちと何ら変わりな

いどうしようもない人間模様に妙に共感して笑うことがあります。 

この聖書の箇所も同じです。昔も今も相変わらずで、人間には進歩がないようにも思え

ます。それでもそんな私たちをどんなときも見守り、必要なものを満たしてくださってい

る神様を信じて感謝して歩みたいです。                （大野智子） 

 

□ 歌い方のポイント 

とにかく楽しんで。実際はとても過酷な旅であったと思います。でもどんな状況にあっ

ても笑うことは大事ですから。タンブリンやギターなどを加えても楽しいと思います。 

（大野智子） 

 

□ キーワード 

恵み 

エジプト 

食事 
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ことりたちは
詞：H.K.Lewis （これさん新訳）

1302
曲：H.von Müller
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　　A little tiny bird （原詩）

1. A little tiny bird

    With sweet and cheerful song

    God watches,thinks,and care for

    All the day long.

2. A little helpless babe

    That know not right from wrong

    God wakes a mother's love for

    All the day long.

3. A little trustful child

    Singing to God his song

    God loves to hear the music

    All the day long.
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１．ことりたちは

　　ちいさくても

　　神さま　いつも

　　守ってます

２．こどもたちが

　　まよわぬよう

　　神さま　いつも

　　見つめてます

３．ことりのうた

　　こどものうた

　　神さま　いつも

　　聞いています

っ
め
て

て
て
い

ま
ま
ま

（平良愛香：訳）

す
す
す

œ

j
œ

œ

œ
œ

œ.

œ

j
œ

œ

œ
œ

œ.

œ

j

œ
œ

œ
œ

œ
œ

œ
œ

œ
œ œ

œ.



1302 新訳ことりたちは

□ 作者より

2012年3月に、これさんのメンバーのひとりから「『ことりたちは』の原詩をどなたか知

りませんか」という書き込みがありました。そこから、「原詩は分かったけど、日本語と随

分ちがう内容だねえ」「『悪いことは小さくても、おきらいなさる神さま』なんて原詩にない

じゃん」と話が盛り上がり、もっと原詩の良さを生かせる訳を作れないか、とみんなで少

しずつ挑戦してみました。その結果生まれたのがこの歌詞です。

改めて、「こんな歌だったんだあ」と思いました。

ちなみに、新沢としひこ作詞・中川ひろたか作曲の「ともだちになるために」の前奏とし

て書かれた楽譜に「ことりたちは」のメロディーがそのままそっくり使われている、って知っ

てました？（平良愛香）

□ 歌い方のポイント

自由に！（平良愛香）

□ キーワード

小鳥

子ども
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（離婚式の歌）

神が出合わせた

神が出会わせた　くすしきみわざ

喜び悲しみ　分け合った友

それぞれの道を　いま歩み出す

旅立つふたりに　主よ、祝福を
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              1714 離婚式のうた                

 
□ 作者より 

 神学校や大学での模擬結婚式・模擬離婚式の授業で歌っている歌です。 

話すと長いのですが、ＬＧＢＴセクシュアル・マイノリティがキリスト教でなかなか

受け入れられない理由の一つに、「神は男と女を対になるように造り、結婚の祝福を与

えた」という考え方があります。そこから「それ以外の組み合わせは神の創造の秩序

に反する」と言われることがあるのですが、実はこの考え方はセクシュアル・マイノ

リティのみならず、「結婚しない（できない）人々」「離婚できない人々」「離婚した

人々」をも苦しめていることに気づきました。「結婚」が「絶対的にいいもの」「神聖

なもの」「神の領域」とされているために、一人でいることが「よくない」「欠けてい

る」「未完成」な存在であるとされてしまっていたり、伴侶の暴力に苦しみながら別れ

られなかったり、離婚したために悪いレッテルを貼られて教会に来られなくなったり、

というたくさんの相談を受けてきました。 

結婚って幸せになるためにするものかもしれませんが、離婚も幸せになるためにす

るものなのです。「神が合わせたものを人は離してはならない」という言葉は、単純な

離婚の禁止ではなく、「第三者が権力を用いて二人の間を引き裂いてはならない」とか、

「飽きたからといった理由で相手を粗末にしてはならない」といった意味が込められ

ていたとも言われており、私は「神が合わせたものを、神が引き離してくださる」と

教えています。 

離婚はつらいかもしれない。でも離婚できないことのほうがつらい場合、「離婚の祝

福」をしたいと心から思うのです。 

ついでに、讃美歌 21の５２８番「あなたの道を」も替え歌で歌えます。 

１．神が与えたものを、神がとられる。神が結んだものを、神が解かれる。 

神が定めた ときを生きる。あなたの道を、歩ませてください。 

２．どんなときにも、道を備え、あなたのわざを、神は祝す。 

いつもあなたの先に進み、光を照らし、導かれる。 

（実は２節の歌詞は替え歌ではなく、讃美歌そのままの言葉です。にも関わらず、離

婚式にぴったり！見事な歌詞ですね。） 

 

□ 歌い方のポイント 

特にありません。 
 

□ キーワード 

  離婚 

  自分らしさ 

  新しい生き方 

  ジェンダー 

  別れ  
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わたしたちはひとりじゃない 

神の世界を共に生きる 

創造のわざを 昔もいまも 

続けられる神を信じて 

 

イエスの中に 神は来られ 

和解と新たないのち与え 

すべてのものを聖霊で導く 

その神により頼む 

 

わたしたちは招かれている 

教会となるために 

神が共にいてくださることを 

よろこび祝うために 

 

みわざによる 被造物を 

大事に守り 敬うために 

互いに愛し 仕え 正義求め 

悪とたたかうために 

 

十字架につけられ よみがえり 

わたしたちのさばきと 

希望となられた主イエスの道を 

語り伝えるために 

 

生きるときも 死のときにも 

神はいつも共におられる 

神に感謝します ありがとう 

わたしたちはひとりじゃない 

 

 

2002 

 



           2002 私たちはひとりじゃない                 

 
□ 作者より 

前橋教会の礼拝では、数年前から「信仰告白（使徒信条）」を礼拝の最後の方（献金の後、

頌栄・祝祷の前）に唱和するように礼拝順序を変更しました。「共に信仰を告白し、頌栄を

歌い、祝祷により祝福を受けて一週間の歩みに出かけてゆく」という形です。そうするこ

とによって「使徒信条」の言葉が、「信仰の内容を確認（規定？）する」という意味合いで

はなく、「この信仰に支えられて世に遣わされていく」という意味合いをもって迫ってくる

ようになったと感じています。「固めの儀式」ではなく、「背中を押してくれる言葉」とい

う感覚です。 

さらにその信仰告白の際に、「使徒信条」だけではなく、世界の様々な信仰告白文（ニケ

ア信条、カナダ合同教会、テゼ共同体、ドン・ボスコ、ボンヘッファー、インドネシアの

教会等々）を用いるようにしました（ひと月毎に一つぐらいの頻度で順番に...）。そうす

ることによって「使徒信条」も「金科玉条」ではなく、たくさんある告白の中のひとつで

ある、という相対的な受けとめ方が広がりました。また、いろんな信仰告白を唱和するこ

とによって、「信仰の課題もこれだけの広がりがあるんだ」という認識が深められる体験も

しています。そんな「その他の信仰告白」の中でも、特に好評なのがカナダ合同教会のも

のです。「わたしたちはひとりではない」という言葉と共に始まる告白の言葉は、現実の社

会に出かけてゆく私たちの支えとなり、「よーしやるぞ！」という気持ちにさせてくれる、

大変すぐれたものだと感じています。 

そのカナダ合同教会の告白文を、いつか歌にしたいと思っていました。今回思い立って、

かなり時間をかけて作曲したのがこの歌です。いつもはあまり時間をかけず、頭の中に「降

りてきた」メロディやコードを用いて直感的に作ることが多いのですが、この歌に関して

は言葉のチョイスも、メロディやコード進行も、いろいろ研究し試行錯誤した上で生まれ

てきた「難産の曲」です。また、合宿で紹介した際にいただいた意見も参考にして、さら

に細かな修正を加えてこの形にたどり着きました。（川上盾） 

 

 

□ 歌い方のポイント 

歌の最後のフレーズ、「神に感謝します、ありがとう。わたしたちはひとりじゃな

い」の部分は、１回で終わらずに２回くりかえすと、さらに「グッ」ときます。その

ように表記はしませんが、よければそう歌ってみて下さい。（川上盾） 

 

 

□ キーワード 

神の業 

神の招き 

共に生きる 

共におられる主 
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詞/曲：陣内大蔵
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キリストの風よ
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キリストの風よ 
 

 

１．分かち合えば 満たされる 

  わたしたちは 気づいています 

  奪い合えば 足りないと 

  わたしたちは わかっています 

 

  ふけよ ふけよ キリストの風よ 

  つよく つよく いま 

  ふけよ ふけよ キリストの風よ 

  わたしたちの間、間に 

 

２．認め合って 乗り越える 

  わたしたちは 気づいてます 

  誹り合えば 進めぬと 

  わたしたちは わかっています 

 

  薫れ 薫れ キリストの香り 

  そっと そっと いま 

  薫れ 薫れ キリストの香り 

  わたしたちの間、間に 

 

３．わたしらしく 生きること 

  あなたらしく 生きてゆくこと 

  支え合えば 見えてくる 

  わたしたちの あしたの姿 

 

  抱け 抱け キリストの希望 

  熱く 熱く いま 

  抱け 抱け キリストの希望 

  わたしたちの間、間に 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 



              1202 キリストの風よ              

 
□ 作者より 

 日本キリスト教団西東京教区創立 10 周年記念行事の為に歌を創ってほしいと依頼

されました。しかしそういう機会にせっかく歌を創るのだったら「狭い世界と限定さ

れた目的」の為だけに終わらせたくないなぁと密かに思い、ちょっと意識的な方向で

詞を書きました。別にこの曲に肩書が付いているわけではありませんのでそれ以来

色々な場所で時々歌って頂けるようになり、勧めもあって登録させて頂けるようにな

りました。私たちは、「頭で分かっていても、そう上手には進めない存在」だと思って

います。キリストの風がそんな私たちの間あいだに吹いてくれることを願って。 

（陣内大蔵） 

 

□ 歌い方のポイント 

 イメージとしては、両隣の人と肩を組みながら一緒に揺れつつ歌うような感じです

ね(笑)。「吹けよ～吹けよ～♪」のくだりからは気持ちを切り替えて、「目線を上げる

感じ」で大きく広く歌って欲しいです。 

 

□ キーワード 

  キリスト 

分かち合い 

和解 

平和 

風 

香り 

希望 

私らしさ 
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0703 おいのり

□ 作者より

八幡浜・日土・三瓶３教会合同「こどもキャンプ」のテーマソングとして書きました。

小学校低学年がほとんどのキャンプなので、短く、こどもの言葉を使うことを心掛けました。

短時間で書き上げたので少々乱暴な言葉や足りない所もあります。

迷ったのは２節の「やっぱりかみさま いるんだな」です。「かみさま 聞いててくれるか

な」の方が良いかとも思いますが、１節「いるのかな」、２節「いるんだな」、３節「やっ

ぱりいるんだね」という流れの中でまとめました。

これを書いた数年後、救急車で入院したとき、医者が妻に「最悪の場合を覚悟してくだ

さい」と言うのを聞いていました。「最悪の場合」を前にして、入院中ベッドの上で人生

を振り返っていました。いま思い出すと、そのときの回想はまさに「おいのり」だったと思

います。（森分信行）

□ 歌い方のポイント

たとえばキャンプの晩祷のような場面にぴったりの歌です。静かに語りかけるように歌っ

てください。１、２、３節と歌い進むうちに神様が共にいてくださることへの信頼が確かに

なる、そういう内的なストーリーを大切にしてくださればと思います。（池上信也）

□ キーワード

安心

一緒

祈り

嬉しい

元気
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Ａ．神さま　疲れました

　　それでも　まだ

　　生きないといけませんか？

Ｂ．神さま　疲れました

　　それでも　まだ

　　がまんしないといけませんか？

Ｃ．答えてください

　　教えてください

　　あなただけが答えを

　　持っている
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              1207 つかれました              

 
□ 作者より 

 クリスチャンは勤勉で誠実。いつも喜び、いつも感謝している。誰がそんなこと決

めたのでしょうか。でも、悲しいとき、淋しいとき、苦しいとき、それを隠さないと

いけないとしたら、それは自分への（そして神さまへの）あざむきです。きっと聖書

が言っているのは、「喜ばなければならない」ということではなく、私たちが苦しいと

き、神様はその苦しさを誰よりも理解してくださっているのだから、ゆだねてしまっ

て大丈夫、ということではないかと思うのです。しんどいときはしんどい、と神さま

にぶつけられる信仰を大切にしたいものです。 （平良愛香） 

 

□ 歌い方のポイント 

 Aの部分（神さま疲れました、まだ生きないといけませんか？）と、 Bの部分（神

さま疲れました、まだがまんしないといけませんか？）のあとに C（答えてください

～）が続きますが、実はエンドレスの曲です。みんなで歌うときはABCと歌うのが一

番歌いやすいですが、ACBCと歌ったり、ACBで終わったりすることもできます。もち

ろん一人で歌うときは自由に組み合わせて歌ってください。ABABABAB～ときどき C、

またABABABAB・・・・という歌い方もおすすめです。 

 

□ キーワード 

  生きる      淋しい  
悲しみ      死  
枯れる      苦難  
答え       慰め  
         悩み  
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           1802 あなたの御心がわからない            

 

□ 作者より 

イエスが誕生した後、ベツレヘムとその周辺の2歳以下の男の子が、ヘロデの命令により

殺されました。この箇所を読むたびに、残された両親や家族の、深い悲しみを想像します。

その悲しみを「救い主イエスが誕生するという、神様のご計画が成就するために、やむを

得なかった出来事なのだ」などという言葉で片付けてしまうことに、僕は違和感を感じま

す。この箇所をテーマにしたこれさんは、0501「こんなにたのしいクリスマスに」、1018

「ちいさいいのちが」などがありますが、今回は「殺された子の親の気持ち」をテーマに

作りました。 

テロ、震災、交通事故、通り魔殺人等々・・・実は多くの命が「その時にそこにいた」

という、たったそれだけの理由で、世界中で毎日失われています。そうして亡くなった方々

の何倍もの人数の家族や友人が、深い悲しみを背負って、その死と向き合い続けています。

そしてその中で「この世界の出来事は全て、神様のご計画の中にあるのです」といった「善

良なクリスチャン」の言葉が、そのような方々の心を深く傷つけている場面が、結構ある

のではと思うのです。 

1994年6月、「タカさん」という僕の大切な友人が、結婚して2年弱の時に夫婦でケアンズ

に旅行に行き、マイクロバスで空港からホテルに向かう途中、暴走してきた車に前から突

っ込まれ、パートナーのSさんをかばうような形で、全身に傷を受けて亡くなりました。S

さんは事故のショックで、タカさんに関する一切の記憶を喪失してしまいました。その後、

タカさんのご両親と電話で「何であの子が死ななければならなかったの？」と、何度も話

をしながら一緒に泣きました。僕は「何でタカさんがあんな目に遭わなくてはならなかっ

たのですか？」と、神様に問い続けました（実は今も問い続けています）。 

大切な人が理不尽な形で命を奪われた時、多くの人が「何でそんなひどいことをするん

ですか？」と、怒り・悲しみ（特に震災のような自然災害の場合は、やり場の無い怒り・

悲しみ）を、神様にぶつけたくなるのではと想像します。神様が、それに対してわかりや

すい答えを示してくださることは、恐らく無いのですが、神様は少なくともその怒り・悲

しみを「信仰が足りない」などと否定せずに、しっかり優しく受け止めてくださると、僕

は信じています。そしてこの歌が、そのような場面に寄り添う歌であればと願います。 

                                  （中川宗洋） 

 

□ 歌い方のポイント 

自分の感情を正直に出しながら歌っていただければ良いと思います。 （中川宗洋） 

 

□ キーワード 

降誕 

いのち 

悲しみ 

みこころ 
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作曲：平良愛香作詞：山口里子

かみさまがせかいを

１．かみさまがせかいを　つくったとき

　　ひとつひとつ いろいろ　みんなよかった

２．かみさまが ひとを　つくったとき

　　ひとりひとり いろいろ　みんなよかった

３．かみさまの 思いが　込められて

　　どれもどれも たいせつ　とても たいせつ

４．わたしたちが 生きてる　人生は

　　ひとりひとり いろいろ　みんな たいせつ

５．わたしたちが 願ってる　世の中は

　　ひとりひとり しあわせ　みんな しあわせ

６．わたしたちの 思いを　寄せ集め

　　小さないのち 大事に　共に生きよう
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              1706 神さまがせかいを                

 
□ 作者より 

 世の中の不公正が、国家でも地球規模でも悪化していると感じます。不公正は戦争

を起こします。戦争はすべてを破壊し、かけがえのないいのちを奪い、何も良いもの

を生まない、この悲劇は二度と繰り返さない。そう誓ったはずなのに、私たちはまた

もや戦争への道を歩んでいます。 

 このような時代に生きているからこそ絶望しないように、いのちを大切にする生き

方を失わないように、平和な世界への願いをあきらめないように、この歌を一緒に歌

いたいです。 

 あるいはまた、自分はダメだとか、自分の人生はもう終わりだと思う時、「だからこ

そ神さまは特別に気にかけてくださっている」と、感じられるように、この歌を歌っ

てほしいです。                    （山口里子／作詞者） 

 

里子さんから詩が届きました。しばらく温めたのち、旅先の海岸近くの教会の階段

に座って海や行きかう人々を見ていたら、いきなり曲が生まれてきました。 

                          （平良愛香／作曲者） 

□ 歌い方のポイント 

みんなで笑顔で。手をつないだり、自由に体を動かしたりして。１人暗闇でちぢこ

まって固まりそうな時、小さな声で口ずさんで、温かい笑顔を思い出して、だんだん

体を伸ばせるように、のびのびと。 

 

□ キーワード 

 創造 

人生 

世界 

幸せ 

自分らしさ 

ひとりひとり 

共に生きる 

 平和 
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あなたの言葉は
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伴奏
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&
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（　）

１．あなたの言葉は　春を呼びさまし、私の心に歌が生まれてくる。

　　深みのなかから　解き放たれて、私の心に歌が生まれてくる。

　　いのちの大地にメロディあふれ　私の心に鳴リひびく。

　　あなたはいのち、すべてを生かし、ささえあう手と手に　ぬくもりくださる。

３．あなたの真実は　魂にふれて、私の心に夢が生まれてくる。

　　新たな世界へ解き放たれて、私の心に夢が生まれてくる。

　　明るくかがやく陽ざしのなか、私の心は開かれる。

　　あなたこそ自由、すべて解き放ち、信じあう心に　あしたをくださる。

２．あなたの霊は　やわらかく臨み、私の心に風が生まれてくる。

　　ひとりぼっちから　解き放たれて、私の心に風が生まれてくる。

　　恵みの豊かさ気づかされ、私の心は満ちたりる。

　　あなたは恵み、すべてを満たし、分かちあう心に　喜びくださる。
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1405 あなたの言葉は

□ 作者より

ライアン・レン(Brian Wren)という牧師・神学者・詩人が、とても長い題の本を書きました。『どんな

言葉を借りよう？ 神を語る礼拝で：フェミニスト神学への一人の男の応答』(1989)。レンは、言葉が持

つ力の大きさを知っています。そして、今の社会も教会も、男中心の考え方を再生産する言葉に溢れて

いると気づきました。神を、父とか主と呼び、全能の男の支配者・保護者をイメージする言葉を使い続

けることは、イエス・キリストが指し示した神との出会いをひどく妨げているし、私たちの人間理解や考

え方や行動にも歪みを生んでいると考えました。そこで、これまでとは異なる豊かな出会いを促すように、

新しいイメージを広げる賛美歌を本で紹介したのです。レンの賛美歌は『讃美歌２１』にも入れられてい

ますが、彼が意図的に避けた「主」という言葉が日本語版では使われていて、とても残念です。

日本語の賛美歌で私が気になるのは、新しいものでも、全体にイエス・キリストが主役で、神のイメー

ジが余計に男に偏って狭められていること。神は男言葉で語り、私たちのことは「ボク」が使われて、

男中心の表現が当たり前のようになっていること。それで、神のことも、神と人の関係も、新しいイメー

ジで思い描ける賛美歌が沢山欲しいと思います。この賛美歌は、作曲のお二人に助けられて、一つの例

という気持ちで作りました。（山口里子／作詞）

里子さんから「わりと前に作った詩だけど、この詩に歌いやすい曲をつけることって可能？」という問

い合わせがあってから、実は締め切りが迫っていることが分かりました。新教出版社から出版する「いの

ちの糧の分かち合いーいま、教会の原点から学ぶ－」の中に載せたかったもよう。とりあえず作ってみた

ものの、今度は歌詞が曲にうまく乗らず、難航しました。伝えたい意味を壊さないように言葉を選ぶ作業

が大変でした。（平良愛香）

この曲は３人で作りました。その曲づくりの過程でどうしても避けて通れない問いが出てきました。「こ

の曲で一番言いたいことは？」「自分のどんな体験がもとになっているの？」「どんな人に歌ってもらいた

いの？」この３つの問いを３人で分かち合ったのです。それは予期しなかった新鮮な体験でした。より多

くの人がこの曲と出会い、ともに思いを分かつことができれば大変うれしいと思います。（鈴木英司）

□ 歌い方のポイント

のびのびと自由に歌っていただきたいです。ときに、緑の木陰でおいしい食卓を用意して、「さあ疲れ

た人、お腹がすいている人は、誰でもみんなここにいらっしゃ～い」と呼びかけるおばさんのような神さ

まを創造したり、ときに、しわがいっぱいの温かい手で背中をさすりながら寄り添う、おばあさんのような

神さまを想像したりして。（山口里子）

□ キーワード

あなた
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まこと
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心

いのち

恵み

自由



詞/曲：渡邊さゆり 2018

ちいさなたね

１．たね　たね　小さなたね

　　まだ　まだ　小さなたね

　　まかれたたねは　土の中

　　夜を過ごしたの

２．たね　たね　芽が出るたね

　　ニョキ　ニョキ　芽が出るたね

　　土を持ち上げ　空見上げ

　　朝のひかり浴びる

３．たね　たね　葉がつくたね

　　たね　たね　花咲くたね

　　ぐんぐんのびて　枝のばし

　　木になり鳥が住む

４．たね　たね　平和のたね

　　たね　たね　いのちのたね

　　小さなたねを　ありがとう

　　喜び広げよう

５．ミョゼ　ミョゼ　ニィンチャンイェミョゼ

　　ミョゼ　ミョゼ　アーティエミョゼ

　　テッテレミョーゼ　チズーバ

　　ピティミャーウジャーメ
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                ちいさなたね                 

 

□ 作者より 

自作エプロンシアター「ちいさなたね」の挿入歌です。小さいものが軽んじられる憂愁を、希

望のことばに変換し、かわいいメロディにのせました。ミャンマーの軍事クーデターの悲しみと

憤りを知ってもらいたくて、4番の歌詞にビルマ語をつけました。（渡邊さゆり） 

 

□ 歌い方のポイント 

♪たね（チャチャ）たね（チャチャ）♪と手を打って歌ってください。（渡邊さゆり） 

 

□ キーワード 

たね 

平和 

ミャンマー 

ビルマ 

土 

芽 
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1.

2.

3.

詞/曲：朝鮮大学校有志 編曲：とりいしん平

声よ集まれ、歌となれ
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#
#
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１. どれだけ叫べばいいのだろう

　奪われ続けた声がある

　聞こえるかい？聞いているかい？

  怒りが今また声となる

　

　（くりかえし）

　声よ集まれ　歌となれ

　声よ集まれ　歌となれ

　友よ集まれ　共に歌おう

　声を合わせよう　ともに歌おう

&

#
#

２. 聞こえないふりに傷ついて

　かすれる叫びはあてどなく

　それでも誰かと歌いたいんだ

　一人の声では届かない 

　（くりかえし）

３. いますぐその足どけてくれ

  あの日の怒りがよみがえる

　踏まれてもくりかえし立ち上がる

　君といっしょならたたかえる

　（くりかえし）
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           1817  声よ集まれ、歌となれ            

 

□ 作者より 

この歌を私に教えてくれたのは、在日朝鮮人の役者きむきがんさんです。当時、彼女と 

「ありらん食堂」というバンドをやっていたので、いろんなところでこの歌も歌いました。

東京の荒川で行われた「統一マダン」のライブでこの歌をアンコールで演奏した時のお客

さんのノリは物凄い状態でした。雨の中にかかわらず、歌にあわせて、老いも若きも、男

も女も歌いながら踊りました。それは、この歌が朝鮮学校の無償化を求める闘いの中、朝

鮮大学の学生が作って、歌い継がれ、燎原の火のような勢いで在日同胞の中で広がってい

る、隠れたヒット曲だからです。 

日本政府、またそれぞれの自治体で朝鮮学校への補助金を打ち切りました。その理由は、

朝鮮民主主義人民共和国の拉致問題およびミサイル発射をはじめとした政治に対する制裁

です。 

しかし、日本の地にあって、民族の歴史と言葉、文化を学ぶ子ども達に教育の権利と自

由を剥奪するそのやり方は全く不当です。 

「声よ集まれ歌となれ」と歌い交わしながら、悔しさに涙するのでなく、唇をかみしめ

ながらも、仲間と立ち上がっていく不屈の精神が息づいています。 

原曲は、サビの部分がハングルです。また、阪神教育闘争で失われた16歳の少年の命を

心に覚える一節もあります。今回、「これもさんびか」に収録される上で、日本の教会、ク

リスチャンに親しみをよりよせてもらえるように、その部分が変更されています。歌とそ

の精神が普遍的に伝わり続けられることとともに、この歌のもつ状況が的確にあわせて語

られることを求めます。                      （とりいしん平) 

 

□ キーワード 

差別 

闘い 

声 

歌 
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1.

2.

3.

詞/曲：柾野武張 2014

沖縄の美しい海を

&
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&
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&
b

１．沖縄の美しい海を

　　どうして　争いのために

　　捨ててしまうのか

　　捨ててしまうのか

２．沖縄の美しい空を

　　どうして　争いのために

　　捨ててしまうのか

　　捨ててしまうのか

３．沖縄の美しい島の

　　どこまでも　どこまでも広い

　　海は誰のもの？

　　空は誰のもの？
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1502 沖縄の美しい海を

□ 作者より

仕事で何度か沖縄を訪問する機会があり、本当に真っ青な海と空を見てきました。自然

の素晴らしさをあらためて感じるのですが、同時に大きな米軍基地が島の中にあることで、

島全体が美しい自然である筈の沖縄を醜いものに変えていると感じました。辺野古への基

地移転、絶対反対です。 （柾野武張）

□ 歌い方のポイント

静かな曲になっていますが、やはりプロテストソングであってほしいと思います。１人で

歌うのではなく、なるべく大勢の人と一緒に歌えたらいいと思います。 （柾野武張）

□ キーワード

沖縄

自然

海

空

戦争

辺野古

基地

移転

平和
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ゆっくりと

ホサナ！平和大行進
被災者生活支援長田センター 2006
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 (日本語）

1. 平和を　世界に

　 空にも　海にも

　 鳥にも　花にも　

　 あなたに　わたしに 

 (韓国語）

2. ピョンファルル　セゲアネ

　 ハヌレド　パタエド

　 セットレゲ　コットレゲ

　 タンシンネゲ　ナエゲド

 (英語）

3. Let there be peace, to all the world

   And to the sky, and to the sea

   And to the birds, and to the flowers

   And peace to you, and peace to me
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（タガログ語＝フィリピン）

4. カパヤパアン　パラサムンド

　 マラワクナランギット　アッサダガト

　 パラサイーボン　サムガブラクラク

　 パラサヨ　パラサキン

（ベトナム語）

5. ホアピンオ　ヴォーイテゾイ

　 ヴォーイバウチョイ　ヴォーイビエンゾーン

　 ヴォーイチムバイ　ヴォーイホァトーム

　 ヴォーイアイン　バヴォーイトイ

（ポルトガル語）

6. パズエアモウ　パラオムンド

　 パラオセウ　パラオマール

　 パラオスパッサロス　エパラアスフローレス

　 パラボセ　エパラミム
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0719 ホサナ！平和大行進

□ 編者より

・ハングルは、兵庫教区被災者生活支援・長田センターの金得三牧師と唄いながらまと

めました。金先生が何度も何度も「もう一回、もう一回」と復習して唄って下さったのが

嬉しかったです。

・英語は丹波の高校に英語を教えに来ていたイギリスの青年。彼はカトリック信者ですが、

「これさんネット」の話をすると、キラキラと眼を輝かせて作ってくれました。

・タガログ語は近所の若い夫婦。奥さんのサリーさんは日本語は良く分からない。日本

人のご主人と辞書を引きながら唄ってくれました。国際結婚ってスゴイ努力が要るんだと

実感しました。

・ベトナム語は長田センターの近くのＮＧＯの方に作ってもらいました。中国語とのつな

がりも学べました。傍の若いアシスタントの娘さんが顔一杯ほころばせて喜んでくれました。

・ポルトガル語も近所の日系ブラジルの若いお母さんです。「ワタシは日本語がよく分から

ない。子どもに聞いてみる」と言って、厳しい仕事の時間を割いて作ってくれました。彼

女（ミリアムさん）が唄うとメチャメチャカッコイイ！私は傍で「スゴイ、スゴイ！」を連発し

ていました。

・長田センターの柴田主事からも「オリジナルＯＫ！」サインをもらい、ラッキーでした。

（大野節子）

□ 歌い方のポイント

まったく自由で、テンポも目安です。（大野節子）

□ 事務局より

外国語歌詞については、事務局で原語と発音を確認して、追いかけ歌としても歌いやす

いようにカタカナ表記と譜割をオリジナルから一部改変しています。（池上信也）

□ キーワード

あなた

海

希い

世界

空

鳥

花

平和

わたし
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訳詞：松本敏之 原詞/曲：ブラジルの賛美歌（作者不詳）

Jesus É a Aliança

主イエスはきずな

&
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&

主イエスは あなたと　神を結び

あなたとわたしを 結ぶきずなです

　きょう主はあなたを召して

　世界の中へ遣わす

　愛の交わり 広めるために

　きょう主はあなたを召して

　世界の中へ遣わす

　愛の交わり 広めるため
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             1810 主イエスはきずな              

 

□ 訳者より 

この曲はブラジルのプロテスタント教会でよく歌われる賛美歌ですが、作者不詳のよう

です。広まるにつれて、歌詞もメロディーもさまざまなヴァージョンができてきました。

インターネットで、Jesus É a Aliança で検索すると、さまざまな歌詞やメロディーの演

奏を聞くことができるでしょう。私は、ブラジル・メソジスト教会が第 16回教団総会にあ

わせて作成した“Cânticos do Povo Reunido”（1997 年ペンテコステ発行）の楽譜と歌詞

を用いて日本語版を作成しました。後半はかなり意訳しています。 

Aliança（ポルトガル語でアリアンサ、英語のアライアンス）は、通常、「連盟」、「同盟」

などと訳されますが、「結婚指輪」という意味もあります。私は、これを「きずな」と訳し

ました。ブラジルに住んでいた 1990年代に、すでに日本語版を作成して日系人の間で歌っ

ていましたが、2011 年の東日本大震災の後、「きずな」ということが口にされるようにな

ったときに、改めて日本語に訳し直しました。 

ちなみに新共同訳聖書で「きずな」という言葉が用いられているのは意外に少なく、次

の４箇所だけです。①エゼキエル 20：37、②ホセア 11：4、③エフェソ 4：3、④コロサイ

3：14。それぞれに味わい深い箇所ですが、この４つをつないでみると、以下のようなメッ

セージが浮かび上がってくるように思います。 

「神は、その民を〈契約〉という強いきずなのもとに置かれた。しかもそれは人間の側

がどんなに不忠実であっても、決して破棄されることはない〈愛のきずな〉である。神は

激しく心を動かされ、憐れみに胸を焼かれるお方である（ホセア 11：8）。その神の熱情が

イエス・キリストをこの世へと遣わすことにつながり、クリスマスの出来事が起こった。

それゆえにイエス・キリストご自身が神の私たちに対する〈愛のきずな〉であり、私たち

の間の〈愛のきずな〉である。私たちはその愛を身に受けつつ、私たち自身も〈愛のきず

な〉〈平和のきずな〉として生きるように促されている。その愛こそがすべてを完成させる。」 

礼拝の終わりに〈派遣〉の賛美歌として用いるとよいでしょう。     （松本敏之） 

 

□ 歌い方のポイント 

遅めのテンポで歌い始めます。そうでないと、後半部分が、かなりあわただしくなって

しまいます。時間が許すなら、2 回くらい続けて歌うとよいでしょう。冒頭に戻ったとき

に、ぐっと心に響きます。 

伴奏は、後半 16分音符で刻むと圧迫感があるので、4分音符で弾くときれいです。  

                  （松本敏之） 

 

□ キーワード 

愛 

きずな 

交わり 

派遣 
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1305 わたしたちは歩き出す(派遣のダンス)

□ 作者より

2012年9月15日に行われた、「平和を実現するキリスト者ネットワーク全国集会」の派遣

礼拝のために作りました。当日は礼拝の終わりにみんなで手をつなぎ、繰り返し歌いなが

ら踊りました。ステップはアルメニアのフォークダンス「トイネルジ」のステップ（というふ

うに昔わたしが教わったもの）を使いました。あまり難しくないので、皆さんもお試しあれ。

（平良愛香）

□ 歌い方（踊り方）のポイント

ステップは以下のとおりです。まずみんなで手をつないで輪になり、右方向に移動する

ことをイメージしてください。（無理に横歩きをするのではなく、自然な流れでどうぞ。）

「（わ）たしたち」右足を右に一歩

「は、ある」左足を右に一歩（右足に交差する感じで）

「きだ」右足を右にもう一歩（これで3歩右に移動したことになります）

「す」左足を右にもう一歩（ここは体重移動はせず、左足を地面につけるだけ）

「平和を」今度は左足を左に一歩

「作るた」右足を左に一歩（左足に交差して地面につけるだけ）

「めーー」その場で足踏み（できれば右足から）１・２・３

（ん～、文章でステップを説明するのは難しいですね。でもこの歌に「正しいステップ」

が存在するわけではないので、それぞれ工夫してみてください。）

なお、人数が多いときは二重や三重の輪になっても踊れますし、輪を一ヶ所切って、一

本の綱のように踊ることもできます。派遣の賛美なので、そのまま踊りながら礼拝堂から

外に出て行ってしまってもいいかもしれません。（平良愛香）。

□ キーワード

派遣
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